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物価高騰の要因

◎金融緩和
世界的なカネ余りによる構造的要因（各国中央銀行のコロナ対策資金の市場流入等）

◎需給バランス
供給面：ウクライナ侵攻による穀物供給の急減、

渡航制限・ロックダウンによるサプライチェーンの停滞 等

需要面：コロナ禍からの回復による需要拡大 等

◎エネルギー価格の高騰
ロシア制裁に伴う世界的な化石燃料価格の高騰

◎円安による輸入価格高騰
国際価格の高騰に拍車をかける円安

◎高い原価率・輸入依存度（←企業の構造的課題）

諸外国と比較して原価率や原材料輸入率が高いことの脆弱性





原油価格の推移（月次）



USドル/円 為替レート推移

月次

年次





過去の教訓とエネルギーミックス

◎過去の教訓
・二度の石油ショック（原油価格が約１１倍に）→「狂乱物価」

・東日本大震災→年間数兆円の過払い

・風評被害→リテラシーの重要性（例：トリチウム）

NIMBY（例：高レベル放射性廃棄物）

◎厳しい国際情勢とエネルギーミックス
・S＋３E：「リスクと便益」「メリットとデメリット」のバランス

→Safety（安全性）、Energy Security（安定供給）、

Energy Efficiency（経済効率性）、Environment（環境適合）

・シーレーン、「真珠の首飾り」と「中国の赤い舌」









トリチウムとは





高レベル放射性廃棄物の最終処分

リサイクル（再処理）

使用済燃料原子力発電所

ウランとプルトニウム
を抽出

エネルギー資源に乏しい日本では、
原子力発電で使い終えた燃料を
リサイクルし、再び燃料として利用
する予定です。

ガラス原料

排気
ガラス溶融炉

溶融ガラス

溶融ガラス

固化ガラス

キャニスター

（ステンレス製容器）

電極

放射性廃液をガラスと
融かし合わせて固化

製造時の数値

放射線量 : 約1,500 Sv/h
発熱量 ： 約2,300W
表面温度 : 200℃以上 ※

※周囲の環境条件により異なる

ガラス固化体
・高さ ： 約1.3m
・直径 ： 約40cm
・重さ ： 500kg

約5%

〇 原子力発電所で使い終わった燃料（使用済燃料）をリサイクル（再処理）する際に残る
廃液を、ガラスと融かし合わせて固めたもの（ガラス固化体）を処分。

■ 高レベル放射性廃棄物（ガラス固化体）とは



高レベル放射性廃棄物の最終処分

14

〇 「人工バリア」と「天然バリア」を組み合わせた多重バリアシステムで、長期にわたり放射性物質
の動きを押さえて閉じ込め。

•放射性物質をガラス構造に取り
込む。
•水に溶けにくい。

•放射能が高い期間、地下水と
ガラス固化体の接触を防止。

•水を容易に通さない。
•放射性物質を吸着し移動を遅
らせる。

•放射性物質を吸着し移動を遅ら
せる。

人工
バリア

天然
バリア

ガラス固化体

オーバーパック
（金属製の容器）

緩 衝 材
（粘土（ベントナイト））

岩盤

３００ｍ
以上

■ 地層処分の方法



高レベル放射性廃棄物の最終処分

（文献1）核燃料サイクル開発機構（1999）わが国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性－地層処分研究開発第２次取りまとめ－総論レポート JNC TN1400 99-020.

〇 ガラス固化体は既に存在し、現在、冷却のための貯蔵管理中。



“中国の赤い舌“

シーレーン

真珠の首飾り



ご清聴有難うございました。

＜ご参考＞
以下で検索してYouTube動画をご覧ください。

「CCJ エネルギー 中村」
「CCJ 石油 中村」
「CCJ 原子力 中村」
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